
第６６号議案 

   令和３年度芦屋市一般会計補正予算（第７号） 

  令和３年度芦屋市の一般会計補正予算（第７号）は，次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ87,600千円を追加し，歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ44,019,862千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 

   令和３年９月２１日提出 

芦屋市長 伊 藤  舞    
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令和３年度一般会計補正予算（第７号）について

歳入歳出予算
当初予算額： 42,393,243千円

現計予算額： 43,932,262千円 （＋1,539,019千円）

補 正 額： ＋87,600千円

補正後予算額： 44,019,862千円 （＋1,626,619千円）

（補正額の内訳）

※ （ ）内は市負担額

※ （ ）内は当初予算額からの増減額

・ 芦屋市事業者一時支援金事業 ＋87,600千円 （＋ 25,675千円）

補 正 額： ＋87,600千円 （＋ 25,675千円）

歳出科目 事 業 概 要

商工費
- 商工費
- 商工振興費

新型コロナウイルス感染症拡大による消費行動の低迷や事業規模の縮小などの影響
を受けている中小法人・個人事業主（以下，「事業者」という）で，国の月次支援金
又は県の時短・休業要請のいずれにも対象とならない事業者のうち大きく売上が減少
している事業者に対し，１事業者につき一律10万円の一時支援金を支給し，事業の継
続・立て直しやそのための取組を支援するもの。
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第６６号議案説明資料
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【参考：内閣府作成資料】

66-11


